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第２回推進会議結果のまとめ       
  

10月21日（月）に行われた第２回南三陸町復興計画推進会議のグループ討議結果をご報

告します。 

 

１．各グループの討議結果 

１）グループＡの発表内容（要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 「人口の減少の理由と困ること」について 

人口減少の理由として、「住む場所がない、職がない」、困ることとして、「町の経

営が厳しくなる、コミュニティの維持が難しくなり文化の浅い町になる。」 

結果としてさらに、町に残ろうという魅力が少なくなる負のスパイラルが発生す

る」との発表がありました。 

（注）朱書きは事務局がキーワードと考えたものです。） 

② 「次回の検討テーマ」について 

次回の検討テーマは「住まいや雇用の問題、子供の教育の問題がすべて絡み合って

くるのでどれかに絞るのではなく、町外に出た人が不安なく町に戻って来られるため

の不安解消のアイデア」とし、「特にここ2～３年ですぐやらなければならないもの、

すぐ、復興計画に反映するもの」をやっていくべき、との発表がありました。 

（注）朱書きは事務局がキーワードと考えたものです。） 
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グループＡの意見とりまとめシート１：人口の減少と困ること 

要因 

何が 

起 き る の

まちづくり
は人づくり 
→人づくり
は家庭から 

→家庭は 
安定した 
住まいから 

→安定を求めて 
子育て世代が 
流出した 

住む場所
がない 

近所に 
知り合いが 
いない 

住まい 

原因 
不安と不満 

今後が不安
働くところが 
ない 

雇用がない

仕事が町内に 
ないので町外で 
就職している 

不安 

職 

利便性 

子供の生活 

物価が高い 
土地が高い 

買い物が 
不便 

仮設住宅の 
利便性を 
享受(町外) 

商業の傾り 
海の人は 
良いが… 

「この町の人」という 
実感を持てるところが 
少ない 

風土、土地との 
つながりのある 
暮らしをしていたか？ 

つながり 

町の経営が厳しい 

税収が落ち 
負担が増え 
負の連鎖 
自然減増える 

①減少理由 
・仕事がない 
・震災で身内(頼れる) 

が町内にいない 
・住む場所がない 
・進学 
・生活の便利さ 

・税金の負担
が大きくなる 
＝生活苦 
・教育機関の

閉鎖 

将来このまま 
生活保護世帯増 
税収不足 

消防団員が 
減少する。 
町の防災力が
低下する。 

こどもが減ると
伝承文化が 
途絶える 
(消防団員も) 

コミュニティの維持 

負のスパイラル 

・文化の浅い町 
・税収減→行政負担 
・高齢化 
・消防団減→防災力↓ 
        セキュリティ↓
・漁業    続けられる要素 
・農業    会話が続く 
・海    →観光発展の要素 

大型商店の
撤退 

対策 
医・職・自由 

二つの道 
Ａ．ここに住む人(快適) 
Ｂ．資源が気に入る(移住) 

自由    娯楽 
(将来)   森林活用 
   住民のメリット 

自由(即) 
ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場
買い物 
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時間軸で 
整理しては？ 

すぐに対応 
できることを 
テーマにする 

復興計画に 
反映させたい 

今年度中に 
町に提案したい

不安解消のアイデア 

短期 中長期

次回の検討テーマについて

グループＡの意見とりまとめシート２：次回の検討テーマについて 
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２）グループＢの発表内容（要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 「人口の減少の理由と困ること」について 

人口減少は「やむを得ず外に出る」ということのためで、その主な理由として、

「雇用の場がない、住むところがない、一旦町外の便利なところの仮設住宅にいく

と町内が不便に感じられる」があげられ、困ることとして、「（個人的には困らない

人もいるが）高齢化が進み、町の活力が低下する」との発表がありました。 

（注）朱書きは事務局がキーワードと考えたものです。）

② 「次回の検討テーマ」について 

次回は「どうやったら人を呼び戻せるか」を考えていく。たとえば、「合併しなく

ても良いまちづくりを目指す、自然循環型の都市を目指す、若い人の雇用の場を創

る」などを検討していくが必要で、そのためには、次回「南三陸町の良いところと

悪いところを振り返りながら、町の魅力を整理・発信していくことが重要」との発

表がありました。 

（注）朱書きは事務局がキーワードと考えたものです。） 
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やむをえない 
理由がある 

雇用 

やむをえない 
転職 雇用の場 

住居 

子供のいるところ
へいった(仙台等) 

仕方がなく移る 
(病気、住居、雇用

)

家を建てる 
場所がない 

住むところがない 情報発信が必要 

復興事業の完成時
期がわからない 
(その時の自分の姿
がわからない) 

町内に帰る場所が
ない(災害危険区域
となった) 

今後、合併を視野
に入れるかどうか 
大きなポイント 

合併なくても 
いい様なまちづく
りが必要 

若い人が減ってい
る(雇用の問題) 

こまる 

人口減は大きな 
問題ではない。 
年齢構成が 
かわることが問
題 

高齢化が進む 
(スパイラル加速) 

とどまる→安心 
(知人がいる…) 

人口減でも個人
としてはこまら
ない 

利便性

今は町外居住 
→高台移転まで 

まてない 

町外避難して 
そのまま町外に 
いつづける 

町内は不便 
いったん外に出ると
便利でもどれない 

医療機関 
学校(子供) 

活力の低下 

行政サービスの低下 

被災地に居たくない 

今を考えると 
移住せざるをえない 

町外も住めば都 
(町外も便利) 

グループＢの意見とりまとめシート１：人口の減少と困ること 
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住まい

住んでいて 

良かったと思う 

まちづくり 

南三陸に 

もどってきてもらえる

住まい、雇用 

どうやったら 

人を呼び戻せるか 

南三陸の魅力は何か考える

雇用の場を創る 

(若い人) 

地域資源を活用した自

然循環型都市を創る 

南三陸のいいところ、

悪いところ 

グループＢの意見とりまとめシート２：次回の検討テーマについて 

町の魅力創り、発信が必要 
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２．学識者委員・有識者委員の講評ととりまとめ 

1）次回テーマに関するまとめ 

グループ発表をもとに、学識者委員、有識者委員の皆さんから、次回の検討テーマ

についてアドバイスをいただき、次のようにまとめていただきました。 

 

① 三浦先生 

 

 

 

 

 

 

② 稲葉先生 

 

 

 

 

 

③ 平野先生 

 

 

 

 

 

 

④ 宮原委員長 

 

 

 

 

 

 

 

  

○仮設住宅に住んでいる方に「また南三陸に住みたい」と考えてもらう「魅力」の発

信が必要である。 

○ＵＩターンの人にも、ＴＶ番組「夢の楽園」のように、ここに住んでみたい、と思

わせる「魅力」を検討していただければよいと思う。 

○被災した町が立ち上がるためには、「これからの暮らし」をわかりやすくイメージで

きるものが必要で、これからの町の復興計画に「こんなに町の魅力が盛り込まれて

いる」という情報発信が必要である。 

○後からでもよいので今の復興計画への立ち返りも忘れずに行っていく必要がある。 

○３人のアドバイザーの先生にテーマをまとめていただいたとおり、次回テーマは

「南三陸の魅力をみんなに見えるように掘り起こす」ことにしましょう。これを検

討したうえで、（これまで出てきた）いろいろなところ（テーマ）につなげていきま

しょう。 

○ＵＩターンの専門雑誌もあるし、思っている以上にＵＩターンは可能性がある。 

○「魅力的なまちだから来てね」という呼びかけが必要で、次回は「魅力の発信」と

いうテーマがよいと思う。 
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２）第２回推進会議の討議結果のまとめと第３回推進会議のテーマについて 

 第２回推進会議の結果をまとめると、「町に人が戻ってきてほしい、人に来てほし

い」という「皆さんの思い」があり、そのためには、「町の魅力を振り返り、わかり

やすく発信する」ことが重要で、そのことがテーマになったと思います。なお、次回

はこの魅力の振り返りを行い、今後、その活用や発信方法を考えたうえで、これまで

に出てきた様々なテーマの検討につなげていきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第３回推進会議のテーマ 

 

 

 

◆第２回推進会議の結果 

人口減の状況・推計 人口増への先進事例 

思い：町に人が戻ってほしい、人に来てほし

次回テーマ：（人に戻ってもらうため、人を呼ぶために） 
南三陸町の魅力を振り返る 

（後でも良いので復興計画の立ち返りも忘れず） 

テーマ：「また住みたい、また行きたい」の種を見つける 

南三陸町の魅力を振り返る 

◆今後（第４回目以降）のテーマ 

 〇町の魅力の活用方法や発信方法を考える。 

   ↓ 

 〇つながりのあるテーマを検討していく。 


